
 

 

ゴウケツ○Ｒ粒剤500 
■種 類 名：トルプロカルブ粒剤 
■有効成分：トルプロカルブ -------------------------------------- 18.0% 

■登録番号：第23974号 
■毒    性：普通物(毒劇物に該当しないものを指していう通称) 
■登録初年：2017.09.27 
■性    状：類白色細粒 
■有効年限：5年 
■包    装：10kg×1袋 

【特長】 

 無人航空機散布専用殺菌剤で、10a当り500g散布と省力的。 

 イネいもち病に対して高い効果を示し、長い残効性が期待できる。 

 既存薬剤耐性菌にも有効である。 

 もみ枯細菌病、内頴褐変病、白葉枯病など細菌性病害にも有効。 

【適用内容】（2024年11月末日現在） 

作物名 適用病害名 使用量 使用時期 本剤の 
使用回数 使用方法 トルプロカルブを含む

農薬の総使用回数 

稲 

いもち病 
もみ枯細菌病 
内穎褐変病 
白葉枯病 

500g/10a 
出穂5日前まで 

但し、 
収穫30日前まで 

１回 無人航空機
による散布 

２回以内 
（移植時までの処理は
１回以内、本田での湛
水散布、無人航空機散

布、投げ入れは 
合計１回以内） 

 

【効果・薬害等の注意】 
● 散布に当っては、湛水状態(水深３ｃｍ程度)で重複をさけ均一に散布し、散布後少なくとも４～５日間は湛水状態を保ち、散布後 

７日間は落水及びかけ流しをしないこと。 

● 本剤を無人航空機による散布に使用する場合は、次の注意を守ること。 

 ◆ 散布は散布機種の散布基準に従って実施すること。 

 ◆ 散布に当っては散布機種に適合した散布装置を使用すること。 

 ◆ 事前に薬剤の物理性に合わせて散布装置のメタリング開度を調整し、飛散によって他の植物に影響を与えないよう散布区域の選定 

に注意し、散布装置のインペラの回転数を調整し、圃場の端から５ｍ離れた位置から圃場内に散布すること。 

 ◆ できるだけ風の弱い時間に散布を行うこと。 

 ◆ 散布薬剤の飛散によって他の動植物等への影響を与えないよう散布区域の選定に注意するとともに、散布区域内の諸物件に十分 

留意すること。 

 ◆ 薬剤が水源池、飲料用水、養殖池、養魚田などに飛散、流入しないように十分注意すること。 

 ◆ 使用後の機体散布装置は十分洗浄し、タンクの洗浄廃液は安全な場所に処理すること。使用残りの薬剤は必ず安全な場所に責任者 

を決めて保管すること。 

● 空袋は圃場などに放置せず、適切に処理すること。 

● 本剤の使用に当っては使用量、使用時期、使用方法を誤らないように注意すること。とくに本剤を初めて使用する場合は、病害虫防 

除所等関係機関の指導を受けることが望ましい。 

【安全使用上の注意】 
❖ 本剤は眼に対して刺激性があるので、眼に入った場合には直ちに水洗し、眼科医の手当を受けること。 
❖ 保管：直射日光をさけ、食品と区別して、なるべく低温な場所に密封して保管すること。
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